
▲

起業に至った動機

起業前は、国家公務員として北海道大学工学部の研究室に勤めていました。当時はまだ珍し
かったコンピュータが自由に使える環境のため、独学でプログラミングを学びました。また学
生に混じって研究室のゼミに参加させてもらい、工学と英語力を養いました。私の趣味の音楽
とコンピュータ、英語の知識を活用すべく、公務員を退職して、コンピュータ・ミュージック用ソ
フトウエアの輸入を目的とし当社を設立しました。

▲

事業の概要について

当社の顧客は、音楽・イラスト・動画・ゲーム等、様々な分野に及ぶクリエイターです。当社は、クリ
エイターに便利な製品やサービスをクリエイトする、当社もまたクリエイターです。顧客であるク
リエイターのための何かをクリエイトするクリエイター＝「メタクリエイター」が当社事業の位置
づけです。具体的には、コンピュータミュージック用ソフトウエアの開発と流通、1000万件以上
のコンテンツを扱う国内最大級のダウンロード配信サイト『SONICWIRE.COM』、クリエイター
のためのコンテンツ投稿サイト『ピアプロ』、独立系ミュージシャンが世界で音楽を売るサービス
『ROUTER.FM』の開発・運営等です。その他クリエイター作品の権利処理窓口を通じて商品化
や作品のPRにも努めてます。当社の特徴は、コンテンツと技術の両方に明るいこと。そのため技
術本位にならず、真にクリエイター目線の製品やサービスが生み出せる社風です。

▲

今後のビジョンについて

「メタクリエイター」という当社の役割を考えたとき、当社ができることにはまだまだ大きなフロン
ティアがあります。クリエイト＝創作行為は、人間がそもそも持つ能力であり本能的行為とも言え
ます。未来経済学者のA.トフラーは、産業革命以降、社会に分業体制が生まれ、生産する人と消費
する人に分かれましたが、情報革命によりその二面が融合し生産消費者という新しいクラスが現れ
ることを予見しました。インターネットで巻き起こった初音ミク現象とも言える事件は、まさにトフ
ラーの予見通りと言えるわけですが、一方でそれは単なる一形態にすぎないとも思うわけです。本
当にドラスティックな変化は、これからどんどん起こるでしょうし、産業革命やその前の定住革命が
そうだった様に、情報革命により私達の社会は本質的に大きく変わるはずです。当社は、その様な
未来を自らクリエイトすることに興味があります。
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